
 

  

 

令和４年1１月１日  

秋から冬へと移ろい始めました。保育園の畑の野菜も春に向けて子ども達と枝を取り、整備しました。  

これから、土に肥料を与え、春に向けて野菜を育ていきたいと思います。 

物価の高騰、エネルギー不足と生きていく、生活していく上で必要不可欠な物資の値上げ、そして寒くなる

に従い、エネルギーが必要になってきますが不足している現状は大きく家計に影響を与えている事と思います。 

どの家庭も色々とやりくりし、少しでも安いもの、量の多いものなど工夫をして生活している事と思います。

これから寒くなってきますが、温かく、栄養バランスの摂れた食事を食べ保育園で安心して過ごしていける 

よう努めていきたいと思います。保護者の皆様もこれから、年末になるに従い、忙しくなってくると思います。

お体に気をつけてお過ごし下さい。 

                                      三井 貴子   

                                         

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1１月の予定 

2日（水）さつま芋掘り 

（ぶどう組・めろん組） 

   3日（木）休園 文化の日 

9日（水）歯科検診（ぶどう組） 

12日（土）親子で収穫体験 

16日（水）0歳児健診 

23日（水）休園 勤労感謝の日 

25日（金）避難訓練  

園だより 

園だより 

2歳児 避難訓練 

りんご組は10月より歩道橋を上る取り組みを行っています。 

10月の避難訓練ではコーシャハイムの3階まで自分たちで 

先生の話しを聞きながら頑張って登る事ができました。お芋 

掘りでは、めろん組のお兄さん、お姉さんの手を引いて貰い、 

歩いて農園に行ってきました。少しずつ距離歩く、登るなど 

経験しながら強い身体作りを心掛けていきます。 

次の子にバトンタッチ 

運営委員会『次の子にバトンタッチ』の衣類を入れたカゴがホールにあると朝は見る時間が取れない、帰りはホール

にあるとお迎え上、見に行き難いという声があがりました。保育園としてもカゴの設置場所を検討しました。玄関に

乳児用と幼児用の衣類箱を置きます。今まで通り回収箱はホールに置きますので宜しくお願い致します。これから 

寒くなり、必要になってくる衣類も沢山集まりましたので是非ご利用下さい。 

お知らせ 

親子で収穫体験 

11月12日（土）集合時間は10時～10時30分、終了時間は 

11時です。収穫の野菜はインゲン、大根の葉、里芋、さつま芋です。

今年度最後の親子で収穫体験です。ご参加下さい。 

年末特別保育について 

こぶし保育園にて年末特別保育を行います。申込書類の必要な方は 

事務所にありますので受け取りに来てください。 

園の畑を整備するお手伝い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太鼓の活動について 

以前は、地域の方が先生となって下さり、５歳児の太鼓を指導して下さっていました。改めまして地域の方が 

先生になり太鼓の指導をして下さる事になりました。子どもにとって先生が来て教えてくれることは、メリハリも 

付き、良い成長に繋がります。こぶし保育園は地域の中で様々な地域の方との出会いを大切にしながらより豊かに

子どもが育つことを大切にしています。二渡先生、宜しくお願い致します。 

二渡先生より 

太鼓の練習にあたり５歳児の太鼓の練習指導にあたります二渡です。令和２年３月まで指導していましたが、 

この度、指導を再開する事になりました。太鼓の練習を通して、リズム感や他の人とリズムを合わせる協調性を 

養えればと考えています。よろしくお願い致します。 

10月29日に行われた「こぶし保育園民営化」に向けての説明会には14組の保護者の方が参加して下さいました。

中にはご夫婦での参加者もいました。我が子を預けるうえで、保育園が変わり、環境が変わることは重大な事だと思い

ます。お忙しい中、説明会に出席して下さいましてありがとうございました。説明会での内容を記載させて頂きました

のでご確認下さい。 

こぶし保育園民設民営説明会 

 

公立保育園（公設民営も含む）が民営化するにあたり、3 年前より保護者に説明会を行い周知する事が 

義務付けられているため開催しました。 

 

保護者より板橋区への質問 

①  板橋区が公設民営として公立保育園を運営していった背景が知りたい。 

⇒ 財源の問題もありますが、多様化するニーズに応えづらくなった事が挙げられ、共働き世帯が 

増え、早朝・夜間の保育の需要も高まっています。地域のニーズに合わせて柔軟に対応する 

為に、民営化が推し進められています。 

 

②  現在1歳児の子どもを持つ親であるが、このままワーカーズコープに運営を続けてほしい。 

もし他業者が運営することになったら、どのような形で引き続が行われるか。 

⇒ 1年間を通し園長が貴園の行事などに参加する、協議会を持つなど定期的に行って行く。 

クラスに貴園と引き続き園の両担任で保育するなどを行い子どもに慣れ親しみ、保育士同士で 

様々な情報共有をしながら丁寧に進めていく。 

 

③  子どもにとって明日より先生が変わる、卒園しても保育園に遊びに行きたいが先生がいない等、

寂しい事と思う。過ごしてきた保育園があり、先生が残っている事は大切な事と思いますという

意見がありました。 

 

④  こぶし保育園としての実績を積んでいっているので公募しないでこのまま続けても良いのでは 

ないか。 

⇒ 公立保育園が区から離れ民営化するにあたっては、平等に条件が合えば保育を運営している所で 

あれば公募が出来ることが条件となっている。 

 

⑤  ワーカーズコープはＮＰＯ法人であるが選定を受ける事が出来るか。 

⇒ 選定範囲の基準は、まだ定まっていないが既存園であるので選定を受けられる。 

 

⑥  民営化するにあたって設備費はどのようになるか。 

⇒ 現在は、板橋区が無償で保育園を住宅供給公社より借りているが、民営化された場合は、賃料が 

掛からないよう住宅供給公社と話し合いを進めているが改修工事等は保育園負担となる。 


